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更に踏み込んだ現象解明が必要

Fig.  Structure of the combustion chamber  

高効率アルコールエンジン開発に関する研究

定容燃焼炉を用いた燃料噴霧可視化実験

高効率アルコールエンジン実現のキー技術

適正噴霧混合気形成法の確立

「自己着火・燃焼の制御技術」

物理学的視点からの現象解明

研究の背景および目的

エネルギー・環境問題

石油依存社会からの脱却！

Fig. Conceptual figure of recycling energy system 
再生循環エネルギーシステムの構築

1．濃度要件

2．温度要件

要件達成：λtip=1 

要件達成：Tspm＞Tig 

自己着火に対する
２つの基本要件

Fig. Estimation of time dependent data of mean temperature
 of a spray and mean excess air ratio of a spray tip 

高効率アルコールエンジンの実現

アルコール燃料の自己着火性の悪さの原因究明（理論検討）

アルコール燃料の自己着火性の悪さおよび着火
の不安定さは，噴霧内における濃度要件と温度

要件の同位置・同時刻での達成が困難であるこ
とに起因するのでは？！（仮説） 

理論検討結果 

基礎実験における検証が必要　（実機関を用いての実験検証済み）

‐ アルコール噴霧の自着火現象を支配する主要因について ‐

エタノール (E)　：　自着火し難い燃料特性
ジエチルエーテル (D)　：　自着火し易い燃料特性

(E)&(D)の混合燃料を用いて噴霧可視化実験

Fig.  Visualized results of spray combustion for (E)&(D) blend fuels 
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Table. Fuel properties of tested fuels 

Time from fuel injection 

※ 燃料表記について：例）ED37は重量比でＥ30％に対してＤ70%であることを示す。


